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会社概要



会社概要

当社拠点所在地

欧州オフィス
 （ルクセンブルク） 米国オフィス

 （コロラド州デンバー）

東京本社
 （日本橋）

日米欧の3拠点において組織体制の構築に取り組み、さらに強固でシームレスなグローバルサービスの提供
を目指す

会社名：株式会社ispace

代表者：代表取締役CEO 袴田武史

設立年月：2010年9月

所在地：東京都中央区日本橋本町一丁目９番３号日本橋本町M-SQUARE 6階

従業員数：330名（2026年3月末時点）

事業内容：月面開発事業

資本金： 20,720,194,000円（2026年3月末時点）

グループ会社：ispace technologies U.S., inc. / ispace EUROPE S.A. / 株式会社ispace Ops Japan / ispace SA 

40国籍・エンジニア比率 約60％のグローバル体制

サウジアラビア
子会社
 （サウジアラビア王国）



沿革 - ispace History -

~2011

Aug.
Google Lunar XPRIZE向
けの月面探査車（ロー
バー）PM1（プロトタ
イプ1）を発表

Jun.
初回オフィシャルファン
ミーティングを開催

2012

Dec.
月面探査車のプロトタイ
プ開発を目的としたクラ
ウドファンディングで目
標金額200万円を達成

Apr.
月面探査車のPM2完成

2013

Jul.
Google Lunar XPRIZEに
日本唯一の参加チーム
「HAKUTO」として始
動

May.
合同会社を組織変更し、
株式会社ispaceに社名を
変更

2014

Apr.
月面探査車のPFM1（プリ
フライトモデル1）完成

2015

Oct.
月面探査車のPFM3（プ
リフライトモデル3）完成

Aug.
業容拡大に伴い、本社を
港区麻布台に移転

2016

Oct.
ispace-Ｕ.Ｓを米国デラ
ウェア州に設立し、NASA 
Ames Research Park内に
オフィス設置

Oct.
インキュベイトファンド
等からコンバーティブ
ル・エクイティで2億円
を調達

2017

Dec.
ランダー開発のための
103.5億円の資金調達
（シリーズA）を実施、
月周回及び月面着陸ミッ
ションが始動

May.
月面探査車打上げ資金を
目的としたクラウドファ
ンディングで目標金額
3,000万円を達成

2018

Sep.
「HAKUTO-R」プログ
ラムの立上げ及び
「SpaceX」のファルコ
ン9ロケットで相乗りで
の打上げを公表

Oct.
ランダー組立をJALECエ
ンジン整備センター（成
田）で開始

2019

Oct.
スミソニアン航空宇宙博
物館に月面探査ローバー
「SORATO」を寄贈

2020

Dec.
ミッション・コントロー
ルセンター（月面着陸及
び月面探査車操縦のため
の管制室、以下MCC）
を中央区日本橋に開設

Dec.
NASAによる月面で採取
した月のレゴリス販売に
関する商取引プログラム
に当社が採択

2021

May.
国内大手銀行４行から借
入により総額19.5億円の
資金調達を実施

Feb.
業容拡大に伴い、本社を
中央区日本橋浜町に移転

2022

Dec.
ミッション１のランダー
をSpaceXのファルコン9
より打上げに成功

Nov.
ミッション1に関して宇
宙資源法に基づく「宇宙
資源の探査及び開発の許
可」を内閣府より取得

2023

Dec.
経済産業省のSBIR制度
における補助金120億円
の交付決定通知を受領

Apr.
ミッション1にて月面着陸
を実施。サクセス9の完了
が困難と判断

2024

Dec.
ミッション2に関して宇
宙資源法に基づく「宇宙
資源の探査及び開発の許
可」を内閣府より取得

Jul.
金融機関各行からシンジ
ケートローンにより総額
100億円の資金調達を実施

2025

Oct.
公募増資及び第三者割当
増資（高砂熱学工業、栗
田工業、 JIC、DBJ等）
で182億円を調達

Jun.
ミッション２にて月面着陸
の完了が困難と判断

Equity

Debt

2026~

Mar.
日米統合ランダーとして
「ULTRA」ランダーを公表。
「ルナ・コネクトサービ
ス」の立ち上げ検討を開始

Mar.
事業規模拡大に伴い、オ
フィス機能を集約し、中央
区日本橋本町に本社移転

Sep.（2010）
合同会社ホワイトレーベ
ルスペース・ジャパン
（現、当社）を埼玉県入
間市に設立

Dec.
月面探査車のEM（エン
ジニアリングモデル）完
成

Jan.
「HAKUTO」で開発す
るローバーが宇宙空間で
も機能する性能を持つこ
とが評価されGoogle 
Lunar XPRIZE中間賞を
受賞

Apr.
月面開発事業への本格進
出に向け、月着陸船（ラ
ンダー）の開発に着手

Mar.
ルクセンブルク大公国政
府と月資源開発に関する
覚書を締結し、ispace 
EUROPE S.A.を設立

Agency Jul.
業容拡大に伴い、本社を
港区芝に移転

May.
ESAとの間で、月資源利
用の実証に向けたミッ
ションの事前検討に係る
契約を締結

Jul.
月着陸船開発のために
30億円の資金調達
（シリーズB）を実施

Jul-Aug.
月着陸船開発のための
53.1億円の資金調達（シ
リーズC）を実施

Jul.
金融機関各行からシンジ
ケートローンにより総額
50億円の資金調達を実施

Apr.
東京証券取引所グロース市
場に株式を上場し、65.1億
円の資金調達を実施

Mar.
海外募集により83.6億円の
資金調達を実施

Jan.
宇宙戦略基金事業「月極
域における高精度着陸技
術」（支援上限200億円）
に採択、JAXA SLIMのヘ
リテージを活用し、高精
度着陸に挑戦

Jan.
ミッション２のランダー
をSpaceXのファルコン9
より打上げに成功

May.
株式会社三井住友銀行か
ら100億円、株式会社み
ずほ銀行から50億円の
借入を実行Oct.

Heights Capitalに対する第
三者割当により70億円の資
金調達を実施すると共に 
新株予約権を発行

Jul.
米国子会社がチーム
Draperの一員として、
NASAのCLPSのタスクオー

ダーCP12の採択される



経営体制

日本と海外のマネジメントチーム体制で、2030年に向けた成長を日米欧・中東で着実に実行

取締役CFO & Executive 
Business Director 
最高財務責任者 兼 事
業統括エグゼクティブ
野﨑 順平

CTO
最高技術責任者
氏家 亮

CPO
最高人事責任者
今村 健一

代表取締役CEO
最高経営責任者
袴田 武史

ispace U.S. 

CEO
Elizabeth Kryst

ispace EUROPE 

CEO
Julien Lamamy



取締役・監査役

各専門領域のプロフェッショナルから構成される外部取締役及び監査役

社外取締役 赤浦徹 インキュベイトファンド 代表取締役
社外取締役 川名浩一 ルブリスト株式会社 代表取締役 (元日揮株式会社 (現日揮ホールディングス株式会社) 代表取締役社長) 
社外取締役 畑田康二郎 将来宇宙輸送システム株式会社 代表取締役社長 (元経済産業省) 
社外取締役 牧野隆 株式会社IHI 航空・宇宙・防衛事業領域エグゼクティブディレクター
社外取締役 中田華寿子 アクチュアリ株式会社 代表取締役 (元ライフネット生命保険株式会社 常務取締役) 

非常勤監査役 内藤亜雅沙 田辺総合法律事務所パートナー
非常勤監査役 轟芳英 轟公認会計士事務所 所長 (元有限責任あずさ監査法人 パートナー) 
常勤監査役 井上優司 株式会社ispace 監査役



Why the Moon? – OUR VISION 

8

EXPAND OUR PLANET. 
EXPAND OUR FUTURE.

“Moon Valley 2040” concept
月に存在する水資源を中心に、建設・製造・エネルギー・通信など

様々な業界により月面のインフラが確立され、2040年代には1,000人

が月面に居住し年間10,000人が月に訪れる世界観を構想

地球と月がひとつのエコシステム
となる世界を築くことにより、
月に新たな経済圏を創出する

当社の事業概要 – OUR VISION



9当社の事業概要 – WHY THE MOON?（水資源の存在）

H2O(3)

1/6G(4)

ENVISIONED ECOSYSTEM(2)

地球と月を1つのエコシステムとして認識

(1) https://science.nasa.gov/moon/moon-water-and-ices/
(2) 画像はイメージです。
(3) 注(1)に引用した研究によると、水は月面に広く分布している可能性があり、レゴリスから抽出した水を電気分解

して水素と酸素を分離し、将来の深宇宙探査の燃料源として利用できる可能性があります。

(4) 月は地球の1/6の重力しかないため、月の打上げコストは理論上、地球より低くなります。

人類が持続可能で豊かな生活を営む上で

不可欠な衛星インフラの維持

- GPS、通信、災害予測、安全保障 等

低コストかつ高頻度な深宇宙エリアへの

アクセスの実現

- 深宇宙の探査による新たな資源価値の発見 等

月面には大量の水(1)が存在すると推定され、月を、水から生まれる燃料の「供給基地」として活用すること
で、地球の生活にベネフィットをもたらす可能性が検討される



ヘリウム3への注目の高まり

• 市場単価22百万円/g(2)(3)と見積もられるヘリウム3は、自然状態では

地球上にごくわずかしか存在しない一方、月面では1.1百万トン(4)

（市場価格約2,424京円(3)(5)）も存在すると推測されている

• ヘリウム3は量子コンピューターの冷却用途としての需要に加え、

核融合反応を利用したエネルギー源としての可能性を秘める(2)

• 2025/5には米国エネルギー省が、民間事業者により将来的に採掘さ

れるヘリウム3の購入に同意する初の事例が誕生(1)

月面には多様な希少金属が存在する可能性があり、中でも米国エネルギー省は、将来的に民間事業者によ
り月から採掘されるヘリウム3の購入(1)を契約するなど、商業化の動きが始まる

10当社の事業概要 – WHY THE MOON?（希少金属の存在）

(1) https://energynews.pro/en/united-states-signs-historic-agreement-for-helium-3-extracted-from-the-moon/
(2) https://thequantuminsider.com/2025/09/17/bluefors-enters-deal-to-secure-lunar-helium-3-supply-from-interlune/
(3) 2025/8末時点のTTMレートを使用し円換算。
(4) https://balerionspace.substack.com/p/the-helium-3-imperative?utm_campaign=post

(5) 市場単価22百万円/gに1.1百万トンを乗じた単純計算によって算出。
(6) Popular Science (https://www.popsci.com/elements-mine-on-the-moon/ ), European Space Agency 

(https://www.esa.int/Enabling_Support/Preparing_for_the_Future/Space_for_Earth/Energy/Helium-
3_mining_on_the_lunar_surface)

多様な種類の希少金属(6)

ヘリウム3

鉄 マグネシウムアルミニウム

カルシウム ケイ素 チタン

• 多様な種類の希少金属が月面には存在する可能性が指摘されている

• 地球に持って帰る活用だけでなく、月面インフラの建設用資材など、

月面での活用も期待される

H3
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事業概要



ペイロードサービスがビジネスの中核。今後はデータサービスの確立によるさらなる成長を目指す

12当社の提供サービス

ペイロードサービス：当社の売上高を牽引する中核サービス

• 顧客の荷物を預かり、月周回軌道/月面まで輸送するサービス

• 想定単価 $1.5Mn/kg(1)で顧客とペイロードサービス契約を締結

• 顧客は必要な実験等を実施の上、月周回軌道・月面のペイロードから

必要なデータを獲得

データサービス：今後の成長ドライバー

• 当社の自社ペイロードを使って顧客は必要なデータを獲得

• 将来的には、高頻度なミッションにより蓄積されたデータベースへ

のアクセスを顧客に提供する計画

• 2026年3月期Q1より売上計上が開始

(1) 2026/5/15時点の想定。この想定単価は今後一定程度低減していくと当社は見込んでいます



(1) 上記は当社のビジネスの内容を示すためのイメージ図となります。

外部の打上げベンダーを利用し、打上げたランダーは自力で月へ航行し、着陸後は顧客ペイロードの展開
を行い、ランダー及びローバーによって月面データを調査、取得する

当社の事業概要 –ビジネス領域

当社ランダーの自力航行で月周回軌道/月面まで顧客ペイロードを輸送

データフィードバック、販売

外部の打上げベンダーによる打上げ

顧客ペイロードの展開、
ランダー、ローバー及び衛星による
月面データの調査、取得

13
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TM

当社ルクセンブルク拠点にて月面探査車（ローバー）、日本及び米国拠点にて月着陸船（ランダー）を開発
しており、ミッションに必要なハードウェアは自社で開発する体制を構築済

当社の開発ローバー・ランダー

月着陸船（ランダー）＝顧客の荷物（ペイロード）を輸送する機器月面探査車（ローバー）

• 高さ：約26cm

• 幅： 約32cm

• 重量：約5kg

• 積載可能容量：

最大1kg

• 高さ：約2.3m

• 幅： 約2.6m(2)

• 重量：約340kg(3)

• 積載可能容量：

最大30kg

• 高さ：約3.6m

• 幅： 約3.3m(2)

• 重量：約1,000kg(3)

• 積載可能容量：

最大200kg

(1) 今後変更の可能性がある仮称。画像のデザインは今後変更の可能性があります。
(2) 着陸脚を広げた状態の幅。
(3) 無燃料時の重量。
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TM

TM

ULTRA：日米の開発知見を結集。顧客の要請に応える高品質と開発効率を両立したランダーモデル

日米統合の新ランダーモデル

• 加速する月面開発需要に対し、先行する米国の大型ランダー開発ノ

ウハウと、日本の過去2回のミッション経験を統合したモデルの開
発を決定

• JAXAが世界に誇るSLIMのピンポイント着陸技術も活用される予定で
あり、高水準のミッションクオリティを目指す

• ULTRAの導入に合わせて、エンジンについてもより高品質な開発済
みのエンジンへの変更を決定

画像のデザインは今後変更の可能性があります
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ペイロードサービス及びデータサービスの売上構成要素

(1) M5までは原価回収基準 (月々発生する原価と同額を収益として認識し、契約料金総額と当該期間の間に認識した収
益との差額はミッション完了時に認識する。) 、M6以降は工事進行基準 (ミッションにかかる総原価に対する発生
原価の割合に応じて売上を認識する。) を適用することを想定

(2) 顧客のペイロード重量が設計上のミッション搭載可能ペイロード重量に占める割合であり、一定程度のバッ
ファーを見込んだ値となっています。主に次の3つの要因により制約を受けます。①開発における不確実要因 (ラ

ンダー側の不確実要因、顧客ペイロード事由の不確実要因 (インターフェース調整等) ) 、②販売成功率 (需要及び
販売能力の不確実性) ③インターナル・ペイロード重量 (当社が使用するペイロード重量) 

(3) ミッション３の販売可能重量は、月周回軌道上に運搬する顧客のペイロード（衛星）重量を含めております。

ペイロードサービス
売上高

データサービス売上高

契約金額を契約時 (打上の2年程度前が
目安) から会計基準に沿って計上(1)

1.5百万米ドル/kgが現在の基本的な当
社販売価格。市場の成熟に伴い今後単
価は一定程度低減する可能性有り

ULTRAランダーはペイロード積載可能容量最大200kg。今後複数のミッション実施を踏ま
え、最大200kgの需要の獲得を目指す

想定単価

想定販売重量 
 (ランダーの最大販売重量×想定歩留まり率 (2)) 

インターナルペイロード
重量

想定単価

ペイロード・サービスの想定単価に当
社が目標とする一定の割合を乗じた金
額を前提とする

当社がデータ取得のために必要と判断
し搭載するペイロードの重量

想定平均単価

顧客に応じ、提供サービス内容等に応
じた複数の単価設定を、サブスクリプ
ション・ベースで提供予定

契約顧客数

当社が想定する現時点のデータ・サー
ビス潜在顧客数を基に市場成長率に基
づき顧客数は増加する想定

ミッションを通じた
データサービス売上高

契約金額を契約時 (打上の2年程度前が
目安) から会計基準に沿って計上(1)

大規模データベースの
サービス利用売上高

契約金額のうち当年度利用分を計上 
(サブスクリプション・ベースを想定) 

売上の考え方




